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1.利用方法について 

 

Web ブラウザ（chrome 等）を起動し、アドレスバーに http://ip アドレス/50ping を入力します。 

以下の画面が表示されます。 

 

2.生データ 

・選択画面 

 
・切り替え方法 

  メニューバーの「RawData」をクリックします。また、EE Checker にアクセスした場合のトップ画面が 

データの画面となっています。 

 

・説明 

ログデータをそのまま表示します。拠点を選択後、日付指定で[本日]か[時刻指定]を選択して 

[確定]ボタンをクリックします。 

日付指定の[本日]は、現在の時間を基準として ping の過去 100 回まで遡ったログを表示します。 

[時刻指定]は指定した日時のログを表示します。 
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・結果画面 （本日） 

 
 

 

・見方 

  一番上が分布の統計、中央が実際のログ、下が timeout の統計です。 

上の統計は、 

  回数 応答時間 

 実際のログは（timeout はピンク表示、遅延は黄色表示） 

  時間、応答時間 又は timeout＋連続回数 

 timeout の統計は 

  時間、timeout＋連続回数  

  となっています。 
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3.日のまとめ（時刻毎の分布） 

・選択画面 

 
・切り替え方法 

  メニューバーの「Day」をクリックします。 

 

・説明 

一日の時刻毎の分布を表示します。拠点を選択後、日付指定で[本日]か[日付指定]を選択して、 

パラメータを設定後[確定]ボタンをクリックします。日付指定の[本日]は、現在の日付の時刻毎の分 

布を表示します。[日付指定]は指定した日付の時刻毎の分布を表示します。 

   X、Y のパラメータは、ログの閾値となります。基準値を変動とした場合、その日の中で一番早かった応

答時間を、固定とした場合は入力した値を基準として、基準＋X までを「普通」。基準＋Y までを「少

し遅い」。基準＋Y を超えたものを「遅い」。timeout 時間を越えたものを「timeout」。その他を「不

明」としています。 
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・結果画面 

 

 

・表の見方 

  横軸が時間、縦軸が上から Min(最小値)、Max(最大値)、Total(回数)、平均値、普通、少し遅 

い、遅い、timeout、不明が並んでいます。左端に並ぶ数字が選択した日の中での最小値、最大値、 

平均値や、合計した回数です。各時間帯を縦に見ることで、その時間の中での値を調べることが出来 

ます。 

表の中で赤くなっている最小値や最大値は、その日の中で最も小さかったものや大きかったものです。 

基準値を変動とした場合は、赤くなっている最小値を基準としていることになります。 

・グラフの見方 

   その時間に打った ping の数を 100 とする割合のグラフです。青が「普通」、緑が「少し遅い」、紫が

「遅い」、赤が「timeout」です。グラフ中で詳細なデータを参照したい時間をクリックすると、生データ

へ飛ぶことが出来ます。 
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4.月のまとめ（日毎の分布） 

・選択画面 

 
・切り替え方法 

  メニューバーの「Month」をクリックします。 

 

・説明 

月の日毎の分布を表示します。拠点を選択後、月の指定で[本日までの当月]か[月の指定]を選択

して、パラメータを設定後[確定]ボタンをクリックします。月の指定の[本日までの当月]は、現在の月の

日毎の分布を表示します。[月の指定]は指定した月の日毎の分布を表示します。 

   X、Y のパラメータは、ログの閾値となります。基準値を変動とした場合、その月の中で一番早かった応

答時間を、固定とした場合は入力した値を基準として、基準＋X までを「普通」。基準＋Y までを「少

し遅い」。基準＋Y を超えたものを「遅い」。timeout 時間を越えたものを「timeout」。その他を「不

明」としています。 
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・結果画面 

 

 
・表の見方 

  横軸が日にち、縦軸が上からMin(最小値)、Max(最大値)、Total(回数)、平均値、普通、少し遅 

い、遅い、timeout、不明が並んでいます。左端に並ぶ数字が選択した月の中での最小値、最大値、 

平均値や、合計した回数です。各日を縦に見ることで、その日の中での値を調べることが出来ます。 

表の中で赤くなっている最小値や最大値は、その月の中で最も小さかったものや大きかったものです。

基準値を変動とした場合は、赤くなっている最小値を基準としていることになります。 

・グラフの見方 

   その日に打った ping の数を 100 とする割合のグラフです。青が「普通」、緑が「少し遅い」、紫が「遅

い」、赤が「timeout」です。グラフの中で詳細なデータを参照したい日にちのグラフ上をクリックすると、

日のデータに飛ぶことが出来ます。 
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5.Alarm Now 

・結果画面 

・切り替え方法 

  メニューバーの「Alarm Now」をクリックします。 

 

・説明 

現在不具合の出ている拠点を表示します。[集計]から、指定した月のアラームの全てのログを出力す 

ることも出来ます。結果画面右下に[ダウンロード]ボタンがあり、表示されているデータを CSV 形式で 

ダウンロードすることも出来ます。 

[Alarm Log]及び[本日の Alarm]ボタンからは後記の Alarm Log に飛ぶことが出来ます。後者 

の[本日の Alarm]は当日起こったアラームログに一気に飛ぶことが出来ます。 

 

・見方 

アラート発生時刻は閾値を越えた時刻ですので、実際に落ちた時刻は表示されている時刻より前と 

なります。拠点名が「生データ」の選択画面にリンクしていますので、詳しい時刻はそこから調べてくださ 

い。 

 

このページは 30 秒間隔でリフレッシュされますので、Web で監視する場合、このページを開いておけ 

ば常時死活監視が可能です。 
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6.Alarm Log 

・選択画面 

 
・切り替え方法 

  メニューバー又は「Alarm Now」にある「Alarm Log」をクリックします。 

 

・説明 

  アラートと回復のログの一覧を表示します。カレンダーが表示されますので、ログをご覧になりたい日付を 

クリックしてください。[集計]から、指定した月のアラームの全てのログを出力することも出来ます 
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・アラームログの集計画面 

  Alarm Now 又は Alarm Log 画面の[集計]をクリックします。 

  こちらの機能では拠点が回復した回数を集計することが出来ます。ですので、1 度も回復したことが無 

い(ping が一回も通ったことが無い)拠点は集計対象とはなりません。 

 
・集計結果画面 

 
頻繁に障害が起きている拠点を見抜く場合は、障害回数の多い拠点に注意してください。総連続回 

数が多く、障害回数が少ない拠点があった場合、長期的な故障(停電や断線等々)が起きていた可 

能性があります。 

集計結果を右下のダウンロードボタンから csv 形式で落とすことも可能です。 

 


